
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

済
ん
で
い
ま
す
か

　

次
の
対
象
者
に
は
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
定
期
予
防
接
種
費
用
を
３
月
31
日
木

ま
で
一
部
公
費
負
担
（
課
税
世
帯
の
人

が
外
来
で
接
種
し
た
場
合
、
約
６
千
円

を
町
が
負
担
）
し
ま
す
。
接
種
し
て
い

な
い
人
は
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
す
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
）
を
接
種
し

た
こ
と
の
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

※�

案
内
ハ
ガ
キ
（
対
象
者
に
令
和
３
年

６
月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
）
が
な
い

と
予
防
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
。
紛
失
し

た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。
本
人
確

認
の
書
類
（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
）、

代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
本
人
確

認
の
書
類
と
合
わ
せ
て
、
健
康
づ
く

り
係
ま
で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
本
予
防
接
種
は
２
週
間
（
13
日
）

以
上
の
接
種
間
隔
が
必
要
で
す
。

▽�

対
象

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年末年始

まちの施設の休み

12 月 １月
27 日月 28 日火 29 日水 ～ 3 日月

役場 OPEN OPEN

中央・芦屋東・
山鹿公民館 定休日 OPEN

各体育施設 OPEN OPEN

町民会館 OPEN OPEN

ボランティア
活動センター OPEN

芦屋歴史の里 ※定休日
芦屋釜の里 ※定休日

遠賀郡消防合同出初式

▽ ��とき　１月９日日・午前９時 30 分～ 10 時 30 分
ごろ（雨天中止）

▽ �ところ　水巻南中学校（水巻町下二東）

▽ �内容　消防団員による分列行進、車両行進、祝賀放水
※�来場の際は、マスクの着用など、感染症予防に協力
してください。
※�ポンプ操法、小隊訓練、消防活動展示は行いません。

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

救急医療、ごみとし尿の収集、交通機関の

年末年始ダイヤ、消防団の歳末警戒

　詳しい内容は広報あしや 12月
号の 14・15 ページに掲載して
います。

健
康
・
子
育
て

休

休

休

休

休

休

休

広報あしや
12月号、く
らしの情報

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

対象 生 年 月 日
65 歳 昭和31年４月２日　～� 32年４月１日
70 歳 昭和26年４月２日　～� 27年４月１日
75 歳 昭和21年４月２日　～� 22年４月１日
80 歳 昭和16年４月２日　～� 17年４月１日
85 歳 昭和11年４月２日　～� 12年４月１日
90 歳 昭和 6年４月２日　～� 7年４月１日
95 歳 大正15年４月２日　～�昭和2年４月１日
100 歳 大正 10年４月２日　～� 11 年４月１日

広報あしや　2022.1 ⑭芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



※�
60
歳
～
64
歳
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
が
い

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）
が
あ

り
、
医
師
が
接
種
を
必
要
と
認
め
た

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
費
用　
２
５
０
０
円
（
課
税
世
帯
）

※�

生
活
保
護
受
給
者
と
町
民
税
非
課
税

世
帯
（
家
族
全
員
が
非
課
税
）
の
人

は
無
料
で
す
。
無
料
の
人
は
、
接
種
を

受
け
る
時
に
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

を
医
療
機
関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

生
活
保
護
証
明
書
類
（
診
療
依
頼

書
）、後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
、
介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
証
、
介
護
保
険

特
定
負
担
限
度
額
認
定
証
、
介
護
保

険
料
額
決
定
通
知
書
（
所
得
段
階
１
・

２
・
３
）、「
中
国
残
留
邦ほ
う
じ
ん人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国

し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
支
援
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
本
人
確
認
証

※�

無
料
対
象
者
で
書
類
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
接
種
を
受
け
る
前
に
本
人
確

認
の
書
類
を
持
参
し
、
健
康
づ
く
り

係
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
者
と
世
帯
が
異
な
る
（
住
民
票

が
同
じ
で
あ
っ
て
も
世
帯
分
離
を
し
て

い
る
場
合
を
含
む
）
人
が
代
理
申
請
を

す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽
接
種
で
き
る
病
院

　
福
岡
県
予
防
接
種
広
域
化
実
施
医
療

機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。

【
町
内
の
医
療
機
関
】

〇�

芦
屋
中
央
病
院（
☎
２
２
２‐２
９
３
１
）

〇�

お
の
む
ら
医
院（
☎
２
２
２‐１
２
３
４
）

〇
柿
木
医
院
（
☎
２
２
３
‐
０
０
２
７
）

〇
須
子
医
院
（
☎
２
２
３
‐
０
１
２
６
）

〇�

聖
和
会
ク
リ
ニ
ッ
ク(

☎
２
２
３
‐

１
１
１
２)

〇�

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク(

☎
２
２
３
‐

２
５
０
０
）

※�

福
岡
県
予
防
接
種
広
域
化
実
施
医
療

機
関
以
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
事

前
に
高
齢
者
予
防
接
種
依
頼
書
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
運
動
不
足
の
解
消
や

筋
力
ア
ッ
プ
に
家
で
で

き
る
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
簡
単
な
運
動
）

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
１
月
25
日
火
・
午
前
９
時
30
分

（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の
、

動
き
や
す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　

１
月
20
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

里
親
養
育
包
括
支
援
機
関

「
リ
ン
ク
」
の
開
設

　

令
和
３
年
９
月
に
岡
垣

町
に
あ
る
児
童
養
護
施
設

「
報ほ
う
お
ん
は
は

恩
母
の
家
」
で
、
福
岡
県

の
委
託
事
業
と
し
て
、
里
子・

里
親
支
援
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
生
ま
れ
た

家
庭
で
生
活
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
里
親
養
育
包
括
支
援
機
関

「
リ
ン
ク
」
は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
安
全
に
、
未
来
に
希
望

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
愛
情
深

く
子
ど
も
の
育
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ

る
「
養
育
里
親
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
里
親
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
い
う
質
問

か
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

養
育
里
親
と
は
…
養
子
縁
組
を
目
的

と
せ
ず
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
養
育

す
る
里
親
の
こ
と
。
保
護
者
が
子
ど

も
を
引
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

ま
た
は
子
ど
も
が
自
立
す
る
ま
で
の

一
定
期
間
養
育
を
行
う
制
度
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
里
親
支
援
機

関
リ
ン
ク
（
☎
２
８
２
‐
０
０
０
１
）

令
和
４
年
度
学
童
ク
ラ
ブ
の

入
会
児
童
募
集

　
共
働
き
な
ど
で
、
保
護

者
が
家
庭
に
い
な
い
児
童

を
対
象
に
、
学
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
度
の
入
会
を
希
望
す
る
保
護
者

は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
町
内
の
小
学
校
に
在
校
し
て

い
る
児
童
で
、
下
校
時
に
保
護
者
が

不
在
の
児
童

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
入
会
を
制

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

開
設
時
間　

平
日
＝
下
校
時
～
午
後

６
時
30
分
、
土
曜
日
・
休
校
日
＝
午
前

７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
（
日
曜

日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
は
休
み
）

▽��

保
育
料　
月
額
６
０
０
０
円
（
減
額
・

減
免
措
置
あ
り
）

※�

お
や
つ
代
１
日
１
０
０
円
と
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
（
入
会
時
の
み
）
が
別
途

必
要
で
す
。

▽�

申
し
込
み　
２
月
１
日
火
～
18
日
金

に
、
役
場
１
階
健
康
・
こ
ど
も
課
の

窓
口
へ

※�

申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
勤
務
先

の
在
職
証
明
な
ど
が
必
要
で
す
。
様

式
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
と
健
康
こ
ど

も
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
７
）

広報あしや　2022.1⑮



ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
な
ど
を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支
援
や

養
育
費
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支

援
希
望
者
は
、
先
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
就
業
支
援

　

来
所
相
談
と
出
張
相
談
（
各
市
町
村

役
場
な
ど
）
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
養
育
費
相
談（
離
婚
前
の
相
談
も
可
能
）

　
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談

▽�

と
き　
【
平
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

�【
毎
週
土
曜
日
、
第
１
・
第
３
日
曜
日
】

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
２
階

（
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
内
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
４
８
〉
２
１

‐
０
３
９
０
）

■
無
料
弁
護
士
相
談
【
来
所
相
談・要
予
約
】

▽�

と
き　
毎
月
第
１
水
＝
午
後
１
時
～

３
時　

毎
月
第
２
・
４
水
＝
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分

▽�

定
員　
先
着
順
各
４
人

▽�

問
い
合
わ
せ　
春
日
セ
ン
タ
ー
（
☎

〈
０
９
２
〉
５
８
４
‐
３
９
３
１
）

一
時
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
、
一
時
的
に
保
育
を
必
要
と

す
る
乳
幼
児
を
保
育
園
で
預
か
り
ま
す
。

▽�

対
象　
お
お
む
ね
６
カ
月
児
～
就
学

前
の
町
内
に
住
ん
で
い
る
乳
幼
児

▽�

保
育
日
時　
月
～
土
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

※
保
育
園
の
休
園
日
を
除
き
ま
す
。

※
週
３
日
（
月
14
日
）
以
内
の
利
用
が

原
則
で
す
。

▽�
利
用
料
金　
３
歳
児
未
満
＝
１
時
間

５
０
０
円
、
３
歳
児
以
上
＝
１
時
間

４
０
０
円

※
半
日
、
１
日
単
位
も
あ
り
ま
す
。

※
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
２
・
３

号
認
定
）
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、「
保
育

の
必
要
性
」
の
認
定
を
受
け
た
３
歳
児

～
５
歳
児
と
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
０

歳
児
～
２
歳
児
は
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
無
償
化
の
詳
細
や
申
請
は
子
育
て
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
７
）
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
無
償
化
に
関
わ
ら
ず
、
別
途
給
食
費

が
１
日
２
５
０
円
か
か
り
ま
す
。

※�

利
用
に
は
、
事
前
登
録
・
予
約
が
必

要
で
す
。

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
保
育
園
（
☎
２
２

３
‐
０
３
４
３
）

子
育
て

・
福
祉

1 月の日曜開館日　16 日

♥にこにこ絵本

▽�とき　１月 17日月・
　午前 11時～ 11時 30分

♥絵本タイム

▽�とき　１月 21日金・
　午前 11時～ 11時 30分
♥�ベビーマッサージ（10 組限定）
　１月11日火から予約開始

▽�とき　１月 25日火・午前 10時～ 11時

▽ �持ってくるもの　バスタオル、
水分補給の飲み物
※�イベントのため、午前中の
入館は予約者のみです。

♥育児相談　
【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士による相談

▽ �とき　１月５日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　中央公民館４階
※予約は町内に住んでいる人のみです。

【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談

▽ �とき　１月 11日火・午前 10時～正午

▽ �持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母
子健康手帳
※町外の人も相談できます。

【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談
　１月の相談日はありませんが、気になることがあれ
ば気軽に電話してください。次回は２月８日火です。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　１月 19日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを用
意して待っています。

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●�問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

広報あしや　2022.1 ⑯
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介
護

を
し
て
い
る
人
、
地
域

の
人
や
専
門
職
の
人
が

気
軽
に
集
い
、
交
流
を

図
り
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
場
所
で
す
。

▽
と
き　
１
月
18
日
火
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽
対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い

る
人
な
ど

※
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
内
容　
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
持
っ
て
く
る
も
の　
飲
み
も
の
（
各

自
持
参
）・
マ
ス
ク
着
用

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
１
月
11
日
火
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎�

１
月
13
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

１
月
27
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

中
間
・
遠
賀
地
区
出
張
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
い
じ
め
・
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労
働
相
談

に
、
福
岡
県
北
九
州
労
働
者
支
援
事
務

所
職
員
が
面
談
で
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

▽�

と
き　
１
月
21
日
金
・
午
後
１
時
～
５

時
（
４
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
中
間
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー　
（
中
間
市
大
字
垣
生
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
労
働
者
支
援

事
務
所
（
☎
９
６
７
‐
３
９
４
５
）

全
国
一
斉

生
活
保
護
無
料
電
話
相
談
会

　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
と
全
国
青
年
司
法
書
士

協
議
会
に
よ
る
生
活
保
護
に
関

す
る
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

仕
事
や
生
活
、
住
ま
い
な
ど
に
対
す
る
経

済
的
な
不
安
に
、
司
法
書
士
が
電
話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
30
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
４
時

▽�

相
談
電
話
番
号　
０
１
２
０
‐
０
５

２
‐
０
８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
５
３

‐
８
４
３
８
）

成
年
後
見
制
度
の

無
料
出
張
相
談

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
な
ど
の
理
由
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
は
、

生
活
費
の
管
理
が
う
ま
く
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売

で
必
要
の
な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る

な
ど
の
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
人

の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

　

無
料
出
張
相
談
で
は
、
北
九
州
市
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
（
社
会

福
祉
士
な
ど
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
26
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内
で
す
。

▽�
と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
１
月
４
日
火
か
ら
芦
屋

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

課
内
（
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

成
年
後
見
制
度
講
演
会

　
「
成
年
後
見
制
度
」
が
ど
の
よ
う
な
制

度
か
知
り
た
い
人
や
親
族
の
こ
と
で
利
用

を
検
討
し
て
い
る
人
な
ど
に
成
年
後
見
制

度
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
権
利
擁
護

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

講
演
会
で
す
。

　

事
例
を
と
お
し
て
基
本
的
な
知
識
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
事
前
予
約
制
で
す
。

▽�

と
き　

２
月
４
日
金
・
午
前
11
時

（
10
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
あ
し
や
夢
リ
ア
ホ
ー
ル

▽�

演
題　
「
や
さ
し
く
わ
か
る　
成
年
後

見
制
度
」

▽�

講
師　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー　

小
鉢
由
美
氏
（
弁
護
士
）、

篠
原
博
幸
氏
（
社
会
福
祉
士
）

▽�

定
員　
50
人
（
予
約
制
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
１
月
28
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
課
内
（
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

相
談

広報あしや　2022.1⑰



芦
屋
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
を
募
集

　

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
は
、「
芦
屋
町
子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
進
捗
状
況
の
確
認
や

子
ど
も
・
子
育
て
家
庭

の
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
い
た
だ
く
委
員
会
で
す
。

▽�

募
集
人
数　
２
人
程
度

▽�

応
募
資
格　
令
和
４
年
１
月
１
日
現

在
、
20
歳
以
上
で
町
内
に
住
ん
で
い

る
か
、
通
勤
し
て
い
る
人
で
、
子
育

て
や
子
育
て
家
庭
支
援
に
関
心
が
あ

っ
て
、
年
２
回
程
度
、
昼
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人

▽�

任
期　
２
年
間

▽�

応
募
方
法　

１
月
21
日
金
（
必
着
）

ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
健

康
・
こ
ど
も
課
、
中
央
・
芦
屋
東
・

山
鹿
の
各
公
民
館
で
配
布
、
ま
た
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
〒
８
０
７

－

０
１
９
８
（
住
所
記
入
不
要
）
芦
屋

町
役
場
健
康
・
こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
７
）

老
人
憩
の
家
管
理
人
募
集

　

町
が
設
置
し
、
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
管
理
す
る
老
人

憩
の
家
の
管
理
人
を

募
集
し
ま
す
。

▽�

対
象　

町
内
に
住

ん
で
い
る
人

▽�

内
容　

①
ボ
イ
ラ

ー
や
防
火
設
備
の

操
作
と
管
理
、
浴

場
の
清
掃
・
点
検
、

憩
の
家
管
理
事
務

な
ど 
②
利
用
者
の
応
対
、
館
内
の
清

掃
・
点
検
な
ど

▽
募
集
人
数　
①
②
と
も
若
干
名

▽�

雇
用
期
間　
４
月
～
令
和
５
年
３
月

▽�

勤
務
時
間　
①
②
と
も
午
前
９
時
～

午
後
５
時
の
隔
週
勤
務

※�

日
曜
日
・
盆
・
年
末
年
始
は
休
館
日

▽�

賃
金　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

規
定
に
よ
る

▽�

申
し
込
み　
２
月
４
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
２
２

‐
２
８
６
６
）
へ

※�

所
定
の
申
込
書
（
芦
屋
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
採
用
に
際
し
て
面
接
を

行
い
ま
す
。
面
接
日
時
は
申
し
込
み

時
に
伝
え
ま
す
。

芦屋町職員 再募集
職 種 採用予定人数 受　験　資　格

建築技師 １人程度

次の要件をいずれも満たす人
・平成３年４月２日以降に生
まれた人
・一級または二級建築士の資
格を所有する人

社会福祉士 １人程度

次の要件をいずれも満たす人
・�平成３年 4 月 2 日以降に
生まれた人

・�社会福祉士の資格を持って
いる人。または令和４年 3
月31日までに取得する見込
みの人

１ 次 試 験

試 験 日 １月18日火～２月５日土の
うち、受験者が選択する日時

試験会場
受験者が選択するＳＰＩテス
トセンター会場（福岡常設会
場など全国の指定会場）

試験科目
ＳＰＩ３（総合適性検査）
※�総合適性検査＝能力検査、
性格検査

△ �

申し込み　１月14日金までに、人事係（☎２２３‐３５７４）へ
※�詳しくは試験案内をご覧ください。
※�試験案内と申込用紙は人事係にあります。また、町の
ホームページからもダウンロードできます。

ホームページ

募
集

広報あしや　2022.1 ⑱芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



　会計年度任用職員とは、１年度内（４月１日～翌３月 31日）で勤務する非常勤職員です。
町では、令和３年度と４年度の会計年度任用職員を下記のとおり募集します。応募する人
は、下記の表より希望する職種を１つ選び、申込書（写真貼付）を提出してください。
■�令和３年度

▽�申し込み　１月６日木・午後５時 15分までに人事係に申込書を提出（郵送可 1月６日木必着）

▽ �募集内容　下表のとおり

職　種 勤務地 採用
人数 勤務形態（①時間・②日数） 保険 報酬など 備　考社会 雇用

事務補助員
（確定申告補助
など）

役場税務課 ４人
①�午前９時～午後５時または午
前８時 30分～午後４時 30分

②シフト制（4人による交代勤務）
無 有 日額6283円

パソコン操作ができる人
任用期間＝１月 18 日火
～３月 31日木
※�再度任用の場合の任期
＝令和4年7月13日水
まで

■�令和４年度

▽�申し込み　１月 11日火～ 31日月・午後５時 15分までに人事係に申込書を提出（郵送可 1月 31日月必着）

▽ �募集内容　下表のとおり

職　種 勤務地 採用
人数 勤務形態（①時間・②日数など）

保険
報酬など 備　考社会 雇用

看護師・
准看護師
（各種健診など・
新型コロナワ
クチン接種予
診業務）

役場健康・
こども課 ３人

①�

⃝各種健診など
　午前９時～正午
　または午前 11時～午後４時

無 無

看護師＝
時給1201円

准看護師＝
時給1037円

看護師免許または
准看護師免許を所
有する人

⃝�新型コロナウイルスワクチン接種予診業務
　�午前７時 45 分～午後８時 30 分
のうち最大５時間 30分

②所属長が指示する日
※土日勤務あり

保健師 役場健康・
こども課 １人

①�午前９時～午後４時または午前9時30
分～午後４時30分
②週2日勤務　

無 無 日額7417円 保健師免許を所有
する人

歴史民俗資料
館事務・作業
補助

歴史民俗資
料館 １人

①午前8時30分～午後５時
②週３日勤務
※土日祝日勤務あり

無 有 日額6732円 パソコン操作がで
きる人

歴史民俗資料
館作業補助

歴史民俗資
料館 １人

①�午前 8時 30分～午後５時のうち必要
な時間
②所属長が指示する日
※土日祝日勤務あり

無 無   時給 897円 ＤＩＹ作業ができ
る人

デザイナー
企画政策課・
地方創生推
進係

１人 ①�午前8時30分～午後５時15分
②週３日勤務 有 有 日額8676円 イラストレーター

の操作ができる人

■�共通項目
※�試験内容は個人面接です。日程は担当課より連絡します。
※�地方公務員法第 16条に規定する欠格条項に該当する人は応募できません。
※�申込書は人事係に設置しています。また、町のホームページからダウンロードできます。
※�都合により内容が変更になる場合があります。
※�任用期間は、原則、令和４年４月１日～５年３月31日です。異なる場合は、備考欄に記載のとおりです。
※�期末手当や通勤手当相当分などは、条例などに定める条件に当てはまる場合に支給されます。
※�勤務成績が良好で、次年度も同様の職がある場合には、再度任用されることもあります（ただし 2回まで）。
また、採用はすべて条件付きのものとし、原則として採用後１カ月を良好な成績で勤務した時に正式採用と
なります。１カ月の勤務日数が15日に満たない場合は、15日を満たすまで条件付採用期間が延長されます。
※ 地方公務員法の各規定（守秘義務、職務専念義務、懲戒処分など）が原則適用されます。

▽ �問い合わせ　人事係　（☎２２３‐３５７４）
会計年度任用職員を募集します

ホームページ

広報あしや　2022.1⑲
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
や
申
請
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
次
の
日
程
で
休
日
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

急
き
ょ
中
止
に
な
る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
15
日
土
、
30
日
日
・
午

前
８
時
30
分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
手
続
き
は
本
人
の
み
で
す
。

※�

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

酸
性
電
解
水
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で

き
る
酸
性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ

●�

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
・
役
場 

総
合
案
内
横

●��

１
月
16
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

▽�
配
布
量　
１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※�

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦�

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場

所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾
や
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
に
十
分
に
含
ま
せ
て

拭
い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

通
学
費
年
額
２
万
円
を

対
象
者
へ
補
助
し
ま
す

　

芦
屋
町
に
居
住
す
る
高
校
生
な
ど
の

通
学
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
年
額
２

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

※�

申
請
の
前
に
必
ず
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校

教
育
課
窓
口
に
設
置
し

て
い
る
手
引
き
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽��
対
象　
高
校
生
な
ど
（
原
則
と
し
て

18
歳
に
な
る
年
度
末
）
の
保
護
者
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

●�

令
和
３
年
度
中
の
定
期
券
で
、
芦
屋

町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
を
利
用
し
、

半
額
補
助
を
受
け
て
い
る
人

●�

申
請
時
点
で
芦
屋
町
に
居
住
（
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
）
し
て
い
な
い
人

●�

生
活
保
護
や
そ
の
ほ
か
の
通
学
費
補

助
を
受
け
て
い
る
人

●�

同
一
世
帯
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
人

●�
同
一
世
帯
に
暴
力
団
員
、
ま
た
は
暴

力
団
関
係
者
が
い
る
人

▽�

申
請
時
期　
１
月
４
日
火
～
２
月
28

日
月

▽��
申
請
に
必
要
な
も
の　

①�

芦
屋
町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
金
交

付
申
請
書

②�

芦
屋
町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
金
申

請
者
調
書

※�

①
②
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す（
記
入
例
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

学
校
教
育
課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

③�

在
学
証
明
書
（
令
和
３
年
12
月
1
日

水
以
降
の
も
の
。
生
徒
手
帳
不
可
）

④
振
り
込
み
を
希
望
す
る
通
帳
の
写
し

⑤
印
か
ん
（
認
印
可
）

　

①
～
⑤
を
持
参
し
、
学
校
教
育
課
窓

口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
通
学
費
2
万
円
補
助
を
希
望

す
る
場
合
は
毎
年
度
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▽�

交
付
日　
交
付
決
定
後
、
4
月
に
交

付
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
７
）

令
和
２
年
国
勢
調
査
の

確
定
数
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査

の
確
定
数
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
屋
町
の
国
勢
調
査
人
口
は
1
万
３

５
４
５
人
で
す
。
前
回
（
平
成
27
年
）

と
比
較
し
て
、
６
６
３
人
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
町
・
県
・
国
（
総

務
省
統
計
局
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　

企
画
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
０
）

お
知
ら
せ

ホームページ

手引き

ホームページ

広報あしや　2022.1 ⑳芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　

１
月
17
日
月
、
18
日
火
・
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
：
１

月
19
日
水
、
20
日
木
、
24
日
月
、
25

日
火
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽�

と
き　
毎
週
月
火
・
日
没
～
午
後
９

時
ご
ろ

※�

天
候
不
良
の
場
合
は
、
水
木
を
予
備

日
と
し
て
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

町
営
墓
地
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

　

町
営
墓
地
で
供
え
物
の
放

置
や
通
路
な
ど
の
共
用
区
域

へ
の
ご
み
捨
て
が
行
わ
れ
、
墓

地
内
の
環
境
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

墓
周
り
の
清
掃
・
草
刈
り
は
利
用
者

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
供
え
物
（
飲
料

な
ど
）
や
持
参
し
た
花
（
造
花
も
含
む
）・

ご
み
な
ど
は
、
各
利
用
者
が
帰
り
の
際

に
必
ず
持
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
の
た
め
、
墓
地
内
で

ご
み
な
ど
を
燃
や
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

線
香
や
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
の
火
は
必
ず

消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

墓
地
内
の
環
境
改
善
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
人
に

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

　
町
内
の
犯
罪
に
対
す
る
抑
制
力
の
向
上

や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、

町
内
の
建
物
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
人
に
対
し

設
置
に
必
要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

▽�

対
象　
建
物
の
所
有
者
な
ど
で
、
町

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▽�

設
置
基
準　
①
建
物
の
屋
外
へ
の
設

置
に
限
る
（
録
画
機
能
付
き
ド
ア
ホ

ン
は
除
く
）
②
不
必
要
な
個
人
の
映

像
を
撮
影
し
な
い
よ
う
に
撮
影
範
囲

に
注
意
す
る 

③
町
内
業
者
か
ら
の
購

入
ま
た
は
町
内
業
者
に
よ
る
設
置
工

事
な
ど
に
限
る

▽�

補
助
対
象
経
費　
カ
メ
ラ
と
画
像
デ

ー
タ
保
存
装
置
な
ど
防
犯
カ
メ
ラ
と

一
緒
に
機
能
す
る
機
器
と
そ
の
設
置

工
事
費

※�

維
持
管
理
費
や
画
像
デ
ー
タ
を
保
存

す
る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

▽�

補
助
額　

５
万
円
を
限
度
と
し
て
、

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額

※�

た
だ
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数

が
１
台
の
場
合
は
３
万
円
が
限
度
と

な
り
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
地
域
振

興
・
交
通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

※�

事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
前
に

工
事
に
着
手
し
た
場
合
は
補
助
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

20 歳になったら国民年金
　成人式を迎えられた皆さん、おめでとうございます。
国民年金は、年をとったときや病気やケガで障がいが
残ったときなど、いざという時の生活を現役世代みん
なで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上 60 歳未満の日本国内に住んでいる人は、
国民年金に加入することが義務付けられています。
　20歳になった人には国民年金加入のお知らせ、保険
料の納付書が送られてきます。保険料を納めることが
経済的に困難な場合には、保険料免除・納付猶予制度
があります。また、前年所得が基準以下の学生を対象
とした、保険料納付が猶予される学生納付特例制度が
あります。保険料を未納のままにした場合、障害基礎
年金や老後の年金が受け取れなくなる場合があります。
　なお、20 歳になった時点で厚生年金保険に加入し
ている人、加入している人に扶養されている配偶者は、
国民年金加入の手続きは不要です。
▷問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

「公的年金等の源泉徴収票」が送られます
　令和３年中に老齢または退職を支給事由とする年金
を受け取った人には、１月中旬から２月上旬にかけて、
「令和３年分公的年金等の源泉徴収票」が日本年金機
構から送られます。
　これは、令和３年分として支払われた年金の金額や年
金から差し引かれた所得税額などをお知らせするもので
す。源泉徴収票は、所得税や復興特別所得税の確定申告
などで必要ですので、大切に保管してください。なお、
障害年金や遺族年金は非課税のため、源泉徴収票は送ら
れません。
▷�問い合わせ　八幡年金事務所（☎６３１‐７９６２）

みんなの 
ね・ん・き・ん

広報あしや　2022.1㉑
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



ペットボトルは「プラスチック製容器包装」ではありません！

◆ペットボトルの分
・ ・ ・ ・ ・

別間違いが多発しています
　�ペットボトルは「燃えるごみ」です。施設や役場に設置している「拠
点回収ボックス」で出すこともできます。
※�ただし、ラベルとキャップは、「プラスチック製容器包装」で出し
てください。

【バケツや密封容器（タッパ）なども「燃えるごみ」へ】
◆次のごみも必ず「燃えるごみ」で出してください。

燃えるごみ

プラスチック製容器包装

ごみは収集日当日の午前7時から８時までに出してください。
ネットがある所は、ごみをネットの中にきちんと入れてください。

※これらはプラスチック製であっても「燃えるごみ」です。

中
央
公
民
館
講
座

幕
末
維
新
再
発
見
「
桜
田
門
外
の
変
」

　

幕
末
、
開
国
に

よ
り
天
皇
の
政
治

的
地
位
が
急
騰
し
、

密み
っ
ち
ょ
く勅
事
件
、
安
政

の
大
獄
が
起
こ
り

ま
す
。
激
動
の
時
代
を
大
老 

井い

い伊
直な
お
す
け弼

が
水
戸
浪
士
に
暗
殺
さ
れ
た
桜
田
門
外

の
変
を
中
心
に
た
ど
り
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
29
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
一
坂 

太
郎
さ
ん
（
萩
博
物
館

特
別
学
芸
員
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

１
月
４
日
火
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

令
和
４
年
度
福
岡
県
農
業
大
学
校

養
成
科
学
生
募
集

▽�

募
集
科　
研
修
科　
（
野
菜
コ
ー
ス
、

花
き
コ
ー
ス
）

▽�

定
員
　
20
人
程
度

▽�

応
募
資
格
　
福
岡
県
内
で
就
農
を
志

す
人
。
就
農
し
て
間
も
な
い
農
業
者
と

品
目
転
換
を
志
す
農
業
者

▽�

研
修
開
始
　
４
月

▽�

研
修
期
間
　
６
カ
月
以
上
１
年
以
内

▽�

募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

【�

推
薦
入
学
試
験
】　

◦
受
付
期
間　
１
月
４
日
火
～
２
月
３
日
木

◦
面
接
試
験
日　
２
月
24
日
木

◦
研
修
生
の
決
定　
３
月
３
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
農
業
大
学
校

（
☎
〈
０
９
２
〉
９
２
５‐９
１
２
９
）・

福
岡
県
農
林
水
産
部
経
営
技
術
支
援

課 

後
継
人
材
育
成
室
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
４
３
‐
３
４
９
５
）

ご
み
の
野
外
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

ご
み
を
焼
却
し
た
煙
に
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
が
含
ま
れ
、
大
気
汚
染
の
原
因

の
ひ
と
つ
と
な
る
た
め
、
屋
外
で
の
焼

却
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却

行
為
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
与
え
た
場
合
に
は
、
町
が
指

導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
自
宅
の
庭
の
草
木
を
焼

却
し
た
煙
が
近
隣
住
民
宅
に
入
っ
て
く

る
と
い
う
苦
情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

軽
微
な
焼
却
で
も
、
煙
や
そ
の
臭
い
な

ど
は
周
辺
に
広
が
り
ま
す
の
で
近
隣
の

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

お
知
ら
せ

・洗面器、バケツ ・食品などを入れる
  密封容器

・弁当などに
  付属する
  スプーン、
  フォーク、
  ストロー

・プラスチック製の
  ハンガー

・プラスチック製の
  文具類
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浄
化
槽
適
正
管
理
の
お
願
い

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働

き
を
利
用
し
て
汚
水
を
処
理

す
る
装
置
で
す
。
浄
化
槽
の

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検

査
の
定
期
的
な
実
施
は
浄
化
槽
法
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

定
期
点
検
の
実
施
頻
度
　
保
守
点

検
＝
４
カ
月
に
１
回
以
上
、
清
掃
＝

年
１
回
以
上
、
法
定
検
査
＝
設
置
後

の
初
検
査
は
設
置
か
ら
3
カ
月
～
5

カ
月
以
内
に
１
回
、
以
降
は
年
1
回

▽�

問
い
合
わ
せ　
下
水
道
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
４
９
）

追
記
と
お
わ
び

　
広
報
あ
し
や
令
和
３
年
12
月
号
の「
差

別
を
な
く
す
た
め
に
第
４
３
８
号
」
に

掲
載
し
た
人
権
作
文
は
、
説
明
内
容
が

不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
追
記
し
て
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

【
追
記
内
容
】
法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催
「
第
40

回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
福
岡
県
大
会
北
九
州
協
議
会
部
門
入

賞
作
品

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

▽ �とき　２月１日火〜３月15日火・午前９時
〜午後４時
※�土日祝日は休み。ただし、２月 20 日日、
２月 27日日は、ＡＩＭビル３階（小倉北
区浅野）で申告相談を行います。

▽ �ところ　若松税務署（若松港湾合同庁舎２階）

※�駐車場には限りがありますので、公共交
通機関を利用してください。
◦�令和３年分の所得税の確定申告書は、３
月 15日火が提出期限です。
◦�令和３年分の消費税の確定申告書は、３
月 31日木が提出期限です。
◦�遠賀コミュニティーセンター会場は開設
しません。

▽ �注意事項　今年は入場の際に入
場整理券が必要です。入場整理
券は会場で当日配布しますが、
ＬＩＮＥアプリでも事前発行を
しています。

▷�問い合わせ　若松税務署　（☎７６１‐
２５３６）

若松税務署から
確定申告に関するお知らせ

若松区役所

若松港湾合同庁舎
2 階申告会場

JR 若松駅

至若戸大橋

市
民
会
館

サ
ン
リ
ブ

国税庁 LINE

広報あしや　2022.1㉓
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

トイレの故障・不具合に付け込んだ
悪質商法にご注意！
＜事例＞
●�トイレが詰まり、焦っ
てネットで修理事業者
を探した。「980 円から
作業します」とうたっ
ているウェブサイト事
業者に連絡し、来訪し
てもらった。事業者は
ポンプを使って作業を
したが詰まりは改善さ
れず、その後「薬剤を
使用する」「便器を取り
換えなくてはならない」
などとエスカレートし
てしまい、最終的には
工事代金 70 万円を支
払った。広告の金額と、
あまりにも違いすぎる。
＜注意＞
■�ネットの低価格の記載をうのみにせず、慌てて
契約しないようにしましょう。
■�町内の指定工事店に依頼しましょう。
■�突然のことで慌ててしまいがちです。水漏れが
発生した場合に備え、止水栓の位置と締め方を
確認しておきましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

消費者ホットニュース


